
〇 〇 〇
生 一 特
餌 般 定

平 を 競 調
成 使 争 達
十 用 檜 入 契
三 す 山 札 約
年 る 海 の に
十 ひ 区 実 係

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
交 都 公 宅 都
番 市 募 地 市
そ 計 型 建 計
の 画 プ 物 画
他 道 法 支 ロ 公 取 事
の 警 に ポ 引 業庁
派 察 よ ー 業 の

告出 本 る ザ 法 事

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 公 道 道 道 道 山 土
市 有 路 路 路 路 村 地
計 水 の の の の 振 収
画 面 区 区 供 区 興 用
事 の 域 域 用 域 法 法
業 埋 の の の の に に
の 立 決 変 開 変 よ よ
認 て 定 更 始 更 る る

第

〇 〇 〇 〇 〇
農 知 道 道 土
林 事 営 営 地
水 権 土 土 改
産 限 地 地 良
大 に 改 改 法 告
臣 係 良 良 に
権 る 事 事 よ
限 保 業 業 る

号

毎
週
火
・
金
曜

二 ら 漁 施 る
月 め 業 に 入告
十 漁 調 関 札
一 業 整 す の
日 委 る 公

員 公 告
会 告
指
示

火

曜

所 部 開 示 ル 告 に 業
及 告 発 の よ 計
び 示 行 実 る 画
駐 為 施 免 の
在 に 許 変
所 関 の 更
の す 取 の
名 る 消 認
称 工 し 可
、 事
位 の
置 完
及 了

可 の 及 及 市 事
免 び び 町 業
許 供 供 村 の
用 用 道 変
の の の 更
開 開 代 の
始 始 行 届

工 出
事
の
完
了

に 安 変 計 道 示 目
係 林 更 画 営
る の 計 の 換
保 指 画 決 地
安 定 の 定 計
林 の 決 画
の 解 定 の
指 除 決
定 定
の
解
除 次
の

日
発
行

日

示

び （
所 三
管 件
区 ）
の
一
部
改 （
正 公（

建 園（
市 築 下
町 指 水
村 導 道
課 課 課

（ （
公 建（ （ （ （ （ （
園 砂 道 道 道 道 道 設
下 防 路 路 路 路 路 部
水 災 整 整 整 整 計 総
道 害 備 備 備 備 画 務
課 課 課 課 課 課 課 課

予
定

土 土
地 地 （
改 改 農
良 良 地（ （

治 治 指 指 調
山 山 導 導 整 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

四 三 三
〇 八 七

定 北

森を 海

解平 道

除成

林
告法
す 示

る年 第昭
。 和

月

） ） ）

三 三 三 三 三
六 六 五 五 四

内野足

区勇

地釜相境東

名加

） ） ） ） ） ） ） ）

三 三 三 三 三 三 三 三
四 三 三 三 三 二 二 二

北

次そ

覧

海

のの平

に

道

地関成

供平

告 す成

区係 示 る

に書年 第 。年

つ類
いは月 月

） ） ） ） ）
電話

ペ
三 三 三 三 三 ー
二 一 一 一 一 ジ 印刷

央 北

土地そ

覧

海

区の

に

道

か関

地 供平

告

ん係

改 す成

示良 る

が書 第

い類

法 。年

排は 月

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

の 北

土換そ 海

地の 道

計関

地
告

画係

改
示

の書

良
第

変類

法
更は

号年 道
ょ

第 き

律 暗

法 、日

、
改第

層） 土号

良

暗畑き畑道畑

２
の

）条

帯

地き地ょ地、地

事土

区総層総

改ょ帯、帯土
整

総合画合改合

良）総
理備、備 業
合整整整良

備、暗

整備
担農担き担

地手、手

担い用いょい
成 の手育造育区育

い手

育成成成画

て、 号

道成

日、平日

営
土年
地
改月
良

のら
業か

事日
土

昭

地日

水、 号和

日北
島

律附渡

法営道

年国海
］支

第帯
）庁

のえ 第
業備 ）

事に 号
土置

昭

地い 条

計、 号

画北

和

川

律め上

法定道

年を海
。支

第た
庁

え 第

備 ）

に 号

置

北 に
定

規
の

項
２

第

い 条

道 り

海 よ

三 知 、

一

、型整型

う

堀 よ
の

事 次

層）

型］土］理］

成型

］

農改農農

用）用用

種農業良業業

用排排排

北用用用用

業
水、、、

道排水水水

海

同北

堀
事類、暗農農

知

般
事一

良、
改間

縦北北

画に

北計覧
更縦

変の
業

事める

知定す

道を供

海

良、 １
改て 第

堀。
た。

規
業成 の
事平 項
計
に
画年 定

北を
り

海定月 よ

道め
ら 営

事。か 道

知た日 、
土 堀

成 ５

平 第

、 ２

て の

日 地

項
規

年 の
に

月 定
鷹

ら 、

か り

日 よ

指

也 の
林

達 安
保

に

日 栖

石網十

覧道道道

海海海
庁

也支支支

場狩走勝

達 一
、 良

間 改

也
達

所庁庁

達

北

間 町

中縦

也の 島

般 渡

区縦
の 地

般 南

一 野

、



の

之 路路
道道路滝

１２
名達

類線伊 種路線町 の
道区

、名線

北 海

届 北

次出 海

が平

い

道

あ成

の て

告と 縦

っ 示お 覧

た年 第り に

。 土 供

月 地 す

号収 る
。日

道 公 報

平解場保た解

１２３

成除所安目

予林的次 除

保し図

年定との
の

林指は

月安て」

日の定、 理

第

法 北

農律

３

海

林第

え

道 た解置

水 告 目い

産 示

大号 除 的次て

第

臣） の縦

第 図覧

か の」に

ら 号

、す、 理条 は供

号

除場安

解在保

１２

平に所林

成係と
十るし
三保て
年安指
十

達達

及区伊伊

道域

林定

場永永

覧末末

縦市市

び
所町町
番番
３

法 ）

用

かま
先先

地地

和
昭

第
律

法
年

し

在れ由略

所さ省

）
号

図

樽害湾の

小風港そ
、

防設面

市の施

林と海

有地北

国備用を

省る次の

次る水

。す道

に し）よ定 由略。の規

水の保る 排そによ 、う
のが 用面林知 路図安通

す海定っ と北指あ 地を
た十解。 る道をた

二のさ

月所れ

十
一
日

防

郡。の

東る害

河限風

幌備

士）

火

字
町

曜

の前後

変後
間

らで

音
中

第

更

知 規

道 の

海 項

北 １
第

条

た産

業
事

る

堀 よ
に

事 定

す治

示部

に務

図め林

の
知に及

道分課

海部山

北
）市

堀。樽

る小

事限び

予

庁る

支す

め勝除

所
役

旨

務る

林あ

部で

済定

経
町
幌法

士林

び森

及、

課

日

線
２

西
更

４
の

敷
前別

示
に

図
の

次

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

更２

の

也 更
変

達 の

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第昭

面の 和

は縦月

１２３４
置

也え
備

達に

成事

る平路工工工

す
了

完 事事 。

線の
の 種 区 年了

月名間類日

場和

役昭

に
備年

北

山

３４

海

村 道

振

収事平

告

興

用土業成

示 し地認

法 第 、の定年

又所の３

昭

１２
に

分
部

す

は在告月 類
名種
のの 者

業 業
起事

称

複
重

の
と

等
道

国
長

、覧 号年
第道す

律海供

法北に日

建る
設。

路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

寄寄築成

足足足改平

日

寄
町郡郡

道足足年

足寄寄

寄町町月

白稲稲

糠牛牛日

線
２７
番番

和 号 使、示

用地の日

る月土法

事す番年国年

要北及通第

必日交律

が海び省

く勇号示）

な道番告号

な払第第

っ郡

条

内

国一地

土真第 号 た厚

大同
道 通ら

国 交か
般 土

臣道
字 事町 工同 築郡 改同 号

土
蘭

覧室
道
海

縦北

間
区

次 の

び 項

所所
業

現

場木

北 り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

え知 路

備道 道

に海 、

所
、 を

て堀 域

い 区

置事 の

海
北

らで
かま

先先
地地 の字項

地町１

堀
事
知

道

定

域和規

区厚の
に
よ 番

る

浜

を
事

工
の

道
町

ま 道
内 別

地 門
真 真

厚 厚
及 北

） ・
で 路

三び 海

二

告 次

伴 郡
に 払

れ 勇
こ 道

か也 り

日 お

の達 と

示 の

完
り
お

と
の

次

也
達

変ら

替 厚
付 字

道 町
町 真

う 厚
和工



旭番
線 川

平 市地

成 東先号

十 鷹か

三 栖ら

年 旭番

十 線川

北 海

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２

類名域

図週年種区

面間
は、月

、一
北般日道鷹

道 公 報

更 北

道し 海

、

路道

道

同
路 道

告

条
法
示 線白

第 第

２
昭 老

和 大

項 滝

の 号

規
年 名線

第

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間
は、月

年、一 号

法北般日

号

線
田

虻
爺

洞

二 市地

月 号東先

十 鷹ま

一 栖で

日

前前後

火

曜

建覧鷹

道縦東

海の道栖

道す布

部供比

設に栖間
別

整。更の

路る線変後

定
法

地 北
び敷

及
課

備前

老老よ
第 供白白に

律

郡郡り
第

老老路 ） 白白道 号 用
開町町の

字字供
１

野野を 第 始森森用 条
開 ４

の

１１す の

の番番始 項

建覧

第道縦

律海
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

北 のび 項及 ２課 第備 条

田
虻虻

郡郡
田田

虻虻

規

浦浦
月月

字字
町町

田
番番

日

らでらで

かまかまかま

らで

海

土北

川員

旭幅

道の 海

長

に
所事

業知

現道延

木

地る 規

い国重

置
え
備堀

よ

かまに

先先。 定 区地
供平道

海、

北り

間らで

の

知用成路

道
事開

区 始

域 堀の

を 期

蘭 よ室 に道 定海

の

日次

所 道業 の現 次木 、土 り
い を置 用え 供備 のに 路

先先
地地

後

））
地地
敷敷
川川

河河

の１２

前後

らで
かま

て成許名住

立平免免

埋

を 許 を

け

免年年受
月 許

区 、等複

て達道

し月た

示の間

告也と
北

公 海

有 道

水

中川中川中川

告

面

川郡川郡川郡

示

埋

郡豊郡豊郡豊

第

立

豊頃豊頃豊頃

頃町頃町頃町

法

り
お

達と

町薄町薄町二

路道区

日
の１２３

変

也

の線の

ら成路路

か平道

２

類名域

週年種区

間

示 る告 す、 始て 開

、月

。

定 北

道しそ 海

、の

かま

道

同関

路 らで

告

条係

法
示

第図 第

２面

昭
和
項は

らでらで

かまかま

日者称所 た

道市

成海幌

平北札

。日

央

年中
西

条

日３

３北

月区

号 二別薄別二宮

大 宮 別 宮

正 番番 番 地地

先地法 先 番先番地番年

先で先ま先律 ま 地ま地

かかでか第 で

ららら

２
第

）

中中中号

一

頃

縦豊

の道田

般日道尾

間

る線

す場

供車

に停

覧

敷

。

の、 号年
規北

よ建

第に道

律定海

法
り設

の路 第
路道 ）道部 号
供整

開及 １
を課 第

用備 条

道
海

北

目
丁
６

三 知

三

条

堀
事

第
１

らでの

かまかまかま項
に
定
規

らでらで

よ
り
、
次

道
海延

北

員
幅

の
地

と
の

す北 の
始び 項

堀

長

事
知

広 よ

帯 に
。道 定
る海 規

所 の

業 路

現 道

木 、

土 り

室
道

海
北

え を

備 域

に 区

り
お

也
達

所
業

現
木

土
蘭

等 達複 道
国重

面
水
有

公 と

い の

置 次

の間

也と区

決示
告 り

、 お

て



２３４５６

地地地地区

ののののの

点点点点点域

地

北 海

４
立位区

埋

の

に１

て
工

る置域域点

す区地

関

道 公 報

のののの

５６７８９
面

点点積

地区地地地地

の
点域点点

第

のののの

１２３４

区
域点点点点

区地地地地

域

号

３
代位

埋

平表立
成者
十の区
三氏

年名域置
十

次点

方１２３４５のと

ら
向ののののの

角地地地地地７

点点点点点のの
点点

度かかかかか地地

ららららら
らを

分方方方方方かと

向向向向向

結
ん

秒角角角角角

の

のだ

次点四

事

度度度度 方度

の常

等 区計施呂のと
の
角 区常１６

三 域行郡
域呂の点

町地地

字点点常

常かと
結
港 呂らを

呂

６ん

及緯 のだ 番北

のの区

４次の２６７８

地地地地域

のの地のの

点のと点点点点

地６点

か地をかかかか

ら点結らららら

方かん方方方方

角角角

向らだ向向向向

角９線角

のに０

度 地よ度 度度度 点っ

ののの

次の四ら１２３

１点向地地地

等 の地方

かか

角 のと角点点点

三

か 点 地を

方方方

点結度ららら

常 かん

角角角

呂 らだ分向向向

港 ５線
のに秒

度度 北 地よの度

緯 点っ方

二
月北常

十海呂

一道郡

日

常

堀字
町

事呂

知常

火呂

達

曜

地線 及
番 也

向

点に 分分分分分まよ
でっ 秒秒秒秒秒
順囲 ののののの のをて

向 向次ま 地方方方方 方

にれ 点向向向

結た
ん区
だ域 の

地及 地地の地 の線 のの

地線

点び 点点地点

び

度 点に
まよ

地をて
分 番でっ

東 にれ
、 次ま
秒 先順囲

ん区経 結た
だ域
線度

及
び分

分 まて分 分分分 で囲

秒 をま秒

ののの 順れのの 秒秒秒

区向向 方方方 次た方方

向向向 に
結域
ん
だ

の 線

地地点地

の及のの地の

の
点６点点点

地び

まて向分分分

度 で囲

秒 をま秒秒 ののの 分 順れ
次た方 の方方

地向向 秒 に区向

、 結域点
東 ん

経 だ
線のの 及の

点点 び地 度地地

１点

の分

日び

点

面
水
有
公
の
先
地

番

業１
地
の
７

北

都の 海

事平 道

業成施都種

市
告

市類

計
計 示行 画
画年計及 第

画び 者 法
の
変月事名 の

１２３４
地か

の）

１秒

市類業収使

施都種事事

び施業 者用用 計及の

行
名部部

事名行 ののの 画

業

９
と
点
地

業称期

北

都を

５

海

認平 道

可成

市 埋

告 立計
し 示 地画
た年 第 の法
。
月 用

地
５か

と）

点秒

面

地地地地

のののののの

地地昭 地地地

ののの

７８９

業称 名 更 号和
を日称の

差差

律し江江

法可
年認

。町都

第た

市
下 第

画 ）

計 号

水

夕夕

称の間地分分

道 条

市市

張張成張張

夕夕平

市都

光光

市年社社

計

びび

画月及及

公

地地

事か松松

園日高高

昭

業ら

号和 途

日

設

第 施

律 計港

法 漁

年

用
地号
）
第

点点点点点点積

条

区区 ９
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求はま類市

要者日書幌

れ製にに央

さ、で等中

義見次し北

る品、関区

いの お低 に

務本の契２

価
準 海海話の格 て 北北電
警号所も 用 道道番場を
る 幌察でっ す 札

交て 財 市本

す札 務 中部－付入
規 央総

る 区務

第 北部。有 －則
効 ２会

関 す 付う関連日日に 用

けけす る の。すの付付

事達北北る 財 免）る調
項契海海事 務 除第
規 、

約道道項
察 の第 付の警警 条則 納
方う察
ち本本 法

最告告 お 等条の部部 に

第 て 、ら初示示 い はか

と
」 ）うこ

準 地第の第

す。
と 用と

同同者
う 服ににる

い 冬

相 平。。、
） じじは

。
の
当 成そ
額

積
む 月見

含 １の
を 年者

。 ９
二）

月用

十合

一服

日

成
平

火

１
年

曜

び所担西

及場約条

９
月

等目

の提者丁

３に当７

出
け説

びなら

及しか
め

すな求

示ばを

にれ明

な

にいれ

項なら

事ら

条計

に 線 ７第札 内 西課条入
項限

丁１

目

のる
り者
よた
にし
定）
規。

た札
め落
定を

契 方用約号

法係 るま 治に す条号 自
第定 行入 令の 施る 政で
め 令札
の る

７こ 和の示 と 昭条公

ろ

日も

令財よ 政びに 年及

午た
の っ

）

前契
額５

時金の

９約分

分に
消相

額

に及る

送税す

郵費当

る地以

よび

日

時
９

前
午

日
分

い場

つ。た

る
よ
に
送
郵

、

証は

て合
北

次 海

の 道

と 警

お 察

り 本

一 部

般 告

。
格る
価す
定と
予者

ここ詳

のの細

入入は

札札、

規。 第務る

及の入

。第
号則

所約本

者契契日

イアイ

及

札あにの語

落で約名

とかす続び 在 者る関手

札

は費入

合消の

場方上

、税

入示入る捨税相

た公ア

業す

札に札落額て事当

加金者る

札 、定金をた

る等算額で金

決 財め額

、
は
合
場

務 に
時
の
札
開

競 示

争 第

入
札
号

以
下
入
札
」
と
い

び執札

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

事称地お本

なをるに日

をて通

たし務い国

っ申
はる担北北電使貨

者出

道番す

、こ当海海話用

。る警札号る

落とす道

決組察幌言

札

語 定織本市

び

後の部中－及

速名総央

通

し）あ額

定

－ や称務区

札係たをるを

に 規入に
た 第にる金もか入

当 則
関消額っ免札 っ

す費て税書 て

記 には る税当落事に 条

価者載 お、 条等該札業

取額格です い入 件の金
書 違扱にとある て札 に

と 用に 反い１するこ 準

未のを。 す記 し円るか

北電２
、
て
い
お

る載 た

す

警号定

道番規

海話に

察

る 本

格

部－資

総

を － 務

う
。
）
を
実
施
す
る
。

が
有
り
得
る
。

か及部北貨

にび会２
７内 費在課西

消所計条

等丁線 税地

の目

課

入満で問

あ
で

者
業

事
税

入ず 務れ 札の、わ 財さ

則金 、数札、 規た は端

効あ参積 第額 無がに見

に

とる加も 当

るきるた 該 条すとすっ
は約 額 号。は者契 金 各
掲そ、金 の に、

げの消額

部有
る端費の 分

し 装

な
し

若 線者 内 課い

備

く
は

三指

八

て
れ

さ
名

の

業
事
税

免
か

る 入数税

５
相の 及額に に分 札金等

びを係

当 こ切る の
者
い

な
い

のすり課に し



４５

約海話札入入

契北電入

平 条道番執

成

札札 項札号行

十 幌の を三 場 市 示年

す場日 中－所

十 及 央

北 海

申申申査

。審

いアイウ

のの類っ

書行 請請

請を

提と

のた

道 公 報

３

道調件こ条と

次条るる

の い成が達付件こ

の平
行物一付ろ 入 ず

般よ

札 れ年う品般一に

保争競り

は に北指の競

道競守入争、

、 も海名

地 該

第

２

交調契納札
入

約入 安ーを参

通サ達に

賃る

施ーるす

全バす加

等台借者 期場 設１

号

１
達
札 成調

平入
す 付

年を に
賃
す 月る
る 日借

二 び 場－ 区

月 所北日所時

十 時 ２

一 条

日

線 ７海海成 内 西北北平

丁道道
札警年 目

幌察月火 北市本
日 海中部

曜

き

時方

午 警区階

道央１

北電査
審

、

期法先は

出

請れ便海話結

平申け郵

書ば番道番果

成

ら察申

年類な号警号を

の

請 本 月提な
出い－部－者
に 交 日先。

通 通－ かの

札の

方 当告争点札入２

自 す示入検参
資あに

治 る第札が加で

に可法 こ

のげ

施 と号関能格る掲

者審でる

行 。にすなの

定指で査、資

令 規る
をる札を

昭 す名あ入格

物停こに有

和 る
さ。加る

年 品止と参す

品間所必

管、物に

政 の

電ト仕な

用ーの要

理ノ

約格

子パ様平でが契資

平り担

計ソ等成、有

算コ

る者

機ン年成得当

入２
１１が

一台札月年。等

プ明日月指

式、説

定 １リ書か

数
び

及
称

名
の

項品
物 事

量

日

条会１ 本２札後 察北入

総西場時 部

知

課
計
会目

部丁分 務７

ら指部

す 示北交

る
内 まよ道規。

日に海通

作幌課線 でり札制

成市

し中

類条

書２

請北

申区

た央

てよど

令 賃れしか

を西

借いうう

第 貸

） 資いすの

号 のなとか

をと者査 第 格こる審

有。はを
し ５

るア請 の

す、申 条

。ウけ ２

とらな の

こか

る

月ンにら日す

まれ の

１る月限場

当タよ３を
度所

た
り台。

価で該

単ま当

の）日に
を

し間
だ期
た約

）。契

察
警

道
海

北

算長
予延
、

田
山

長
部
本

名所のの

者契ここ

アイ

る関札札

あに入入

で約

し目

出丁

提７

かす及の

な

号アイ

に入る捨税

落

た業札 分 掲札落額て事

額加金者者 の 札 げ金を
決 る

と

な 定
でば 規

入等算額で

よめな
定ら に
に

９

開

落北項当契要そ

１月
書 道札 規り

札約 海のた

時 に単 の作

財の 定の 者

囲こ
範る
のす

よ価の 務

７８

内と

便報

便 札交交郵電

入郵
よよ に 付付 明にに 等 説
のるる

書

６
廣

札札証
札保

開開札
入入

契行

をるび執 在 は 保金

称地は、

し務約は

申事
こ当調開

る担、公

出を

話手る

とす北北電達す

組道道番続。

。る海海

の察幌停

織警札号の
止 名本市

定

称部中－等

相っ

に 札にし）あにな

もか当た

当 及係たをる

消額っ免す者

た びる金
て の費て税るは

っ こ

額落

は 公税当落事金、

価者を札

、 告及該札業

地額格で入決

入 にび金
書 め方にとあ札定

札 定

に速

に る消１する書後

のを記や

記 入費円るか

り）

決成 規に

載 札税未

い 定を 定の 則お

たっ否他

昭て めも 方要

２ 予て

和、 法

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

付札札 る 場方 交入入

よ

関所法札、、

にはは 入
なな

るめめ

す認認

海海話のいい

事北北電
警号所

道道番場。。

項
幌察で

札

交 市本

除
免 証 場日、

中部－付

。
る

所時金す

が

。。
じじ
同同

にに

及総央

有

所部北り － び務区

得 在会２

る

丁線 ７内 課西。

地計条
目

三
九

さ に満で問載か
る消

れ 関以の、わすに

札、こ費

た す下端入ず

金 る数

。等

額 条消がに見と税

る加もの

に 件費あ参積

該 違等とすっ課

当 に税

者１事 金 反」きるた税

たい、は月業 額 しとは

入うそ、当者 の

札。の消たで

は）端費りあ 分

単る

。し の限

号有 りに

者 ））

下い 価。

以な

限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

す

最す う務

央総

る

北部。 － 区務
２会

丁線 ７内 西課
条計

目

契か ５

、の数税のる の
扱額に約免 に

無取金等

事 当

といを係金税 相

効
るすり課の業

す切る額

第の。則 ）低る 。規
。

価第

格

条 条
第１各



す

海海。ー１誤

北北るペ

毎

希
道道ジ

週

則少
規

火 野

・ 北生

金 海動欄上

北 植及曜

北

○

平

４５

正

操漁な指平成

ら

誤 業具い示成

年 の敷。期

条設間年

件中１月

は月

漁日

、１日

海 道 公

２３

。小て

る禁７操いれ

け

区月操

檜止月業１

型 山期

の日し
定 支間日域１業

け
網 管ら制かな

置 庁か
限ら漁 内
沖月７れ

第報

漁次１ 檜

檜の 山

山と平指松

業

海

支お成示前

及

区

区・

び
庁り 漁一
管指年域檜 業

山

本
内示 調釣
沖す月両 整

郡

り
合る 委漁
海。日界 員

号

詳

平細

成は

十、

三入

年札

十道 説

海 希物び日 道 少の下

発 規 野保

則行 生護

第 動に行６

百 植関及

二 物すび

十 のる

一 保条

号

す規 関行 に施 護例

標ら外

具か号

識

）

を月号

明
も

と
と

る
すで

にま

示日

月ば
業

に

及 合

な び 海日

い
建 でまな

底 域ま日ら
業 間、

漁 期は。
網 ので

漁 、深

の は水

具 操

業

設 てト

敷 しー

の 業メ

域か 会

にら

に

指つ
お 示い
い 第

て度 て

１、

号分 漁

と め線 法 らの 業 ひ
和 を山瀬 昭 」檜

目海・
島 年 的区

二明

月書指檜
十に山 一よ

日海

。
る

区
漁
業 火
調

曜整

施
則 の規 例の 条） る則

定
り を
誤 日
に 期
号 行
番

が（
購 あ め

読 っ る

料

た
し
入
記

を
名

船
、

た 規

以

中 はル

な
け
つ
を
札
名

い区

そ なの

、 ら浅

は な

ら いか お具 に漁 。域

の

て
操

牧 法 と漁

てト

しー

業メ

生整郡 第 て調両 律 し業

界 餌委

使会 ）ら を員 号か

第 用会

し長度

条 て

谷線 項
業の １
操大分 第

ると に
す

委 日

員
示会

金 の 則（
送 で ）

料 訂 及

と び正

も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

ら上

な以

はル

な
ば
れ
け

實に

え間 づ
はの 基

な離

及

正１誤正

わ、お

なき

２
び

円
） 上

北 北 北
海 海 海
道 道 道
規 規 規
則 則 則
第 第 第
百 百 百及

二 二 二び

十 十 十１

三 二 二
号 号 号

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

四
〇

ト法
株制
式文
会書
社課道


